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1. はじめに 
大学生協九州事業連合（以下「九州事業連合」と略）

とＣＩＥＣ九州支部のジョイントプロジェクトである

「情報生活サポート研究会」では，大学生協として現

在実施しているＰＣ講座の改善に取り組む一方，ＰＣ

講座をはじめとする組合員の情報活用をサポートする

事業の将来像についても検討している。 

その一環として，各生協において組合員（大学生）に

対して実施している「IT活用実態アンケート」「大学生

活まるごとアンケート」を用いニーズ分析を試みると

ともに，2017年10月に開催された2017年九州ＰＣカ

ンファレンスにおいて「ポスト『ＰＣ講座』を考える」

と題した分科会（ワークショップ）を実施し，ＰＣ講

座関係者（学生スタッフ，担当生協職員）を中心とし

たメンバーで，組合員への提供価値を起点に現在のＰ

Ｃ講座の形態や枠組にとらわれない組合員へのＰＣ

（ICT）活用サポートの将来像について議論した。本報

告ではこれらの結果について報告するとともに，ＰＣ

講座や組合員の ICT 活用サポート事業の今後について

考察する。 
 

2. 調査に至った経緯 
九州事業連合における2013年～2017年のＰＣ講座の

申込者数およびキャンセル率は表1・2の通りである。 
 

表1：ＰＣ講座申込者数 

 

2013 2014 2015 2016 2017 

申込者数 3,829 3,866 4,059 4,005 4,119 

 

表2：キャンセル率 

（申込者数に対する第10回までのキャンセル数の比率） 

  2013 2014 2015 2016 2017 

キャンセル率（％） 8.3 13.8 14.8 11.4 18.8 

 

これまで筆者らは，カリキュラム共通化，講座内容

の見直し，講師やＴＡ（Teaching Assistant）・ＧＡ

(Group Assistant)のスキルアップ，理系学生向けのコ

ンテンツ追加，募集時の説明の充実などの改善策を講

じてきたが，キャンセル率の悪化傾向は止まらなかっ

た。そこで2017年キャンセル理由の全数調査を実施し

た結果，キャンセルの主要な理由は（1）現在のＰＣ講

座の形態，すなわち，新入生を対象に，数ヶ月に渡っ

て（一部の会員生協では短期集中開催），講師やＴＡ,

ＧＡのリードのもとで学ぶ集合研修（一斉授業）型の

講座形態が，現在の受講者の生活スタイルに合致して

いないこと、（2）講座内容が大学の情報基礎科目と重

複していたり期待していたレベルより低すぎること、

つまり形態と内容の双方にあることが判明した。 

この結果を踏まえ，筆者らは，ＰＣ講座事業を根本，

すなわちどのような内容や価値を，どのような形態で

提供すべきか、といった点から検討するために，従来

から大学生協九州事業連合として行ってきた「大学生

活まるごとアンケート」で収集したデータを分析する

とともに，新たな内容の講座立ち上げのための予備調

査として「IT 活用実態アンケート」を実施し，加えて

2017年10月に開催された2017年九州ＰＣカンファレ

ンスにおいてビジネスモデル検討ツールのひとつであ

るＶＰＣ（Value Proposition Canvas） を用いてＰＣ

講座が今後提供すべき価値についてＰＣ講座関係者を

中心としたメンバーで議論した。 

 

3. 大学生活まるごとアンケート 
3.1 本アンケートについて 
「大学生活まるごとアンケート」は九州事業連合

が，学生組合員の在学中を通じた学生生活の状況を把

握し，翌年の新入生サポートセンター（以下「サポセ

ン」と略）の施策や運営方針を検討するために，九州

ブロックの全組合員（全学年の学生・院生）を対象に

2010 年以来，毎年７〜８月に実施している大学生活に

関するアンケートである。その結果は９月に開催され

るサポセンスタッフの合宿で分析され。その結果は翌

年のサポセンの活動に反映される。 

質問内容は【Ⅰ】勉学研究編，【Ⅱ】パソコン活用編，

【Ⅲ】食生活編，【Ⅳ】プライベート編，【Ⅴ】一人暮
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し編 (一人暮し/寮生のみ），【Ⅵ】自宅生編（自宅生

の方のみ），【Ⅶ】共済編に分かれ，【Ⅱ】パソコン活用

編ではパソコンの所有・利用状況等について以外にＰ

Ｃ講座についての質問も設けられている。筆者らはこ

こから 4 年間の学生生活においてＰＣ講座がどのよう

に役立っているかを調査できると考えた。 

 

3.2 調査結果 
2017年の調査(n=2263)によると，「1年生のときに生

協主催パソコン講座を受けた方へ，満足度を教えてく

ださい」（１．とても役立っている ２．やや役立って

いる ３．普通 ４．やや役立っていない ５．役立

っていない）という設問に対し，「１．とても役立って

いる」と「２．やや役立っている」の合計は回答全体

では 65％であるが，高学年になるに従ってその比率は

下がっていた。また，「４．やや役立っていない」と「５．

役立っていない」の合計は全体では 10％だが，高学年

になるに従ってその比率は上がっており，学部 4 年生

では22％に至っていた。 

表3：ＰＣ講座の満足度 

 

学部生 修士生 全

体 

 

1年 2年 3年 4年 1年 2年 

回答数 654 118 109 58 3 6 948 

1・2合計 
464 66 61 25 1 2 619 

72% 62% 59% 45% 33% 50% 65% 

4・5合計 
45 18 14 13 0 2 92 

7% 15% 13% 22% 0% 33% 10% 

 

3.3 考察 
学年が上がるごとにＰＣ講座の満足度は下がり，不

満足度が上がっている理由としては，（1）ＰＣ講座を

運営するスタッフの中心が1～2年生であり，高学年次

の生活に実感を持てていないため，内容面でレポート

作成など低年次のＰＣスキルに留まっており，就職活

動や卒業研究などの高年次の大学生活で必要なＰＣス

キルがカバーされていないこと，（2）ＰＣ講座事業が

新入生対象であり高学年生に対するサポートは行われ

ていないことの２点が考えられた。 

 

4. IT活用実態アンケート 
4.1 「新しいＰＣ講座研究会」 
筆者らは「情報生活サポート研究会」の活動の一環

として，2017 年に「新しいＰＣ講座研究会」を開催し

た。現在のＰＣ講座が大学生活 4 年間を通して役立つ

ものになっていないのではないか，との問題意識のも

と，主にＰＣ講座スタッフ経験者を中心に3・４年生お

よび大学院生を研究メンバーとして集め，「1 年前期の

全10～12回のＰＣ講座」という制約にとらわれず，ゼ

ミナールや卒論・修論研究，就職活動で使用するスキ

ルなど，大学4年間で必要なＩＣＴスキルについて「IT

活用実態アンケート」を実施し，分析・検討等を行っ

たものである。 

 

4.2 アンケート結果 
まず，研究会メンバーの人脈を用い43大学210名を

対象にアンケート調査を行った。学年別の内訳は 1 年

生:28，2年生:48，3年生:34，4年生:68，大学院1年:4，

大学院2年:3，既卒:10，無回答:15であった。 

「役に立ったソフト名・アプリ名・サイト名を教え

てください。（娯楽以外）」という質問に対して，回答

数が多かったのはLine，FacebookといったSNS（25名），

Google マップや駅すぱあとといった地図・経路検索ソ

フト(22名)，Wordを中心としたオフィス（20名），Google

や Yahoo!といった検索サイト(20 名)，Dropbox,Google

ドライブ,Evernoteといったクラウドサービスであった。

また，回答されたソフト・アプリ・サイトは約 140 種

と多岐に渡った。それらの使用シーンとして挙げられ

ていたのは「正課の課題・研究・ゼミ」（80），「情報収

集（交通，ニュース，ショッピング）」（35），「作業効

率化・利便性向上」（34），「課外の学習」（16），「就活」

（12）等であった。  

また，パソコンについての困り事として挙げられて

いたのは，起動トラブルや起動（15件），動作が重く（遅

く）なる（14 件）ウイルス対策等のセキュリティ（10

件）が多かった。 

このアンケート結果を踏まえて，５名の研究会メン

バーそれぞれに，現在のＰＣ講座に追加，あるいは説

明などを充実させるべき項目を検討させたところ，全

員がCiNii,SciFinderを用いた論文検索とOneDriveや

Dropbox といったクラウドドライブでのデータの保存

や共有，Evernoteや OneNoteでの情報の蓄積・整理を

挙げていた。 

 

4.3 考察 
役だったソフト・アプリ・サイトとして回答数が多

かっSNS，地図・経路検索，検索サイト，クラウドサー

ビス類について現行のＰＣ講座の中でも紹介し，基本

的な使い方などを紹介することは可能であろう。ただ

し，ICT について苦手意識を持っている組合員に関して

は，事前に紹介していても実際にそれらを使うべきシ

ーンに遭遇した際にこれらのソフト類を活用するとい

った発想に至らない可能性があり、事前の学習に加え，

活用すべきタイミングでのタイムリーなアドバイスも

必要かもしれない。 

また，本調査で挙げられたソフト・アプリ・サイト

が多岐に渡っている点は学業やそれ以外の学生生活の

多様性から当然のことと考えられる。学業，特に卒業

研究等で用いるものは，その時点（多くの場合は 4 年

生）になるまで本人にも必要性が分からず，また専門

性が高いほど利用者数が少ないことが想定される。新

入生向け，かつ様々な学部生がクラス内に混在する現

行のＰＣ講座にはそぐわないため，個別対応が可能な

別の形態のサポートが必要となろう。 

「困り事」として挙げられたトラブル類についても，

現行のＰＣ講座内で注意点や対応方法の基礎知識は付

与しているものの，初心者はトラブル発生時に対応や

その前提となる状況把握が困難であるため，事前学習

だけでは解決に結びつかないケースも想定される。ま
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たこれらのトラブルは一定期間パソコンを使用した後

に発生することが多いことから，ＰＣ講座閉講後の対

応が求められる。後述の通り，現在，大学生協ではＰ

Ｃ購入者を対象に「パソコン相談窓口」が設けられ，

ハードウエアの故障やトラブルへの対応，修理受付等

を行っているが，トラブルの内容によってはそれらの

サポート範囲に入らないことも想定されるため，サポ

ートの範囲をより広範にすることが求められる。 

 

5. ＶＰＣを用いた価値提供に関する議論 
5.1 2017九州ＰＣカンファレンスでの分科会 
筆者らは北九州大学において 2017 年 10 月 28 日(土)

〜29日(日)に開催された「2017九州ＰＣカンファレン

ス in 北九州」において，分科会「ポスト『ＰＣ講座』

を考える」と題した分科会をワークショップ形式で実

施しＰＣ講座関係者（担当職員，学生スタッフなど）

を中心とした約４０名の参加を得た。 

当日は前述のキャンセル理由全数調査の結果を報告

し，ＰＣ講座がプロダクトライフサイクルの成熟期・

衰退期にさしかかっているかもしれないという問題提

起をした上で，Value Proposition Canvas（以下「Ｖ

ＰＣ」と略）の使い方を解説した後，６グループに分

かれＶＰＣを用いてディスカッションした。 

 

5.2 ＶＰＣ（Value Proposition Canvas） 
ＶＰＣはオスターワルダー，ピニュールら（2015）

が開発したビジネスモデル検討用ツールの一つで，顧

客に対してどのような価値をどのように提供するかを

議論・検討するために用いられる。（1） 

 
図１：Value Proposition Canvas 

 

ＶＰＣの右側には Customer Segment（顧客セグメン

ト）に関してCustomer Jobs(顧客の成し遂げたいこと)，

Gain(顧客にとって嬉しいこと)／Pain(顧客にとって

嫌なこと)といった顧客の現状に関することを記し，左

側にはそれらに対応する Gain Creators（嬉しいこと

を産み出す・増やすもの）／Pain Relievers(嫌なこと

を取り除く・増やすもの)，それらを提供するための製

品やサービスといった方法や手段について記しながら，

Value Proposition（価値命題・提供する価値）に関す

る検討・議論を深めていく。 

今回のワークショップでは，6名程度のグループに分

かれ，顧客セグメントを「組合員（主に新入生だが新

入生に限らない）」，提供価値を「ＩＣＴを活用し，よ

り良い大学生活を送れるようにする」と仮設定し，そ

れらに関する現状認識やアイディアをディスカッショ

ンしながら各欄に記入していった。 

5.3 検討結果 
各グループが記入したＶＰＣにおいて，Customer 

Jobs(顧客の成し遂げたいこと)としては，「パソコンを

使えるようになりたい」「友人を増やしたい」「大学生

活について知りたい」「パソコンを使う場面を知りたい」

「タブレットやスマホの使い方を知りたい」といった

記述が多かった。これに対するGain(顧客にとって嬉し

いこと)は「パソコンのスキルが身につく」「レベルに

合わせて教えてもらう」「交流の時間が増える」「友人

や先輩（講座スタッフ）との出会い」「先輩からいろい

ろな情報を聞ける」「生活が便利になる」といったもの

が多かった。一方で Pain(顧客にとって嫌なこと)とし

ては「（講座のために）パソコンを持参しなければなら

ない」「好きな時間に受けられない」「講座の時間が朝

早い／夜遅い」「進み方が速い／遅い」「知りたいこと

と講座の不一致」「行くのが面倒」といったものが多か

った。 

Gain Creators（嬉しいことを産み出す・増やすもの）

としては，「レベル別のクラス分け」「選択制のカリキ

ュラム」「グループワークを増やす」「交流を増やす」

「３・４年生にも講座」「スタッフのスキルアップ」，

Pain Relievers(嫌なことを取り除く・増やすもの)と

しては「生協がパソコンを準備する」「パソコンを預か

ってもらう」「家庭教師型講座」「自宅で学習できる（Ｄ

ＶＤやテレビ会議）」「早朝や夜遅くに開講しない」「難

易度によるクラス分け」といったものが挙げられた。

そして製品やサービスとしては「パソコンレンタル」

「家庭教師オプション」「レベル別／場面別のクラス」

「デバイス（タブレット・スマホ）講座」「大学生活入

門講座」といったアイディアが出された。 

 

5.4 考察 
大学生協のＰＣ講座の魅力はＰＣスキルの習得に加

え「友人が出来る・増える」「先輩から大学生活につい

ての情報が得られる」といった点にあることが改めて

確認できた。この点は各大学の情報基礎教育や学外の

パソコン教室に対するアドバンテージと言えよう。従

って，現在の集合研修（一斉授業）形態からｅラーニ

ングや個別指導方式に全面移行することは提供価値の

低下につながりかねず，慎重にならざるを得ないだろ

う。 

一方で開講日時，内容，受講者のレベル差，パソコ

ンの持参・携行などについては集合研修（一斉授業）

形態ゆえのPainが存在することも確認された。これら

についての対応として教材や講座運営などの改善では

限界があり，現在の形態のままでは抜本的な対策は困

難であろう。 
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6. 考察と将来構想 
6.1 全体を通じた考察 
これまでに述べた調査・検討結果から，組合員がＩ

ＣＴを活用し，より良い大学生活を過ごすためのサポ

ート事業には，在学期間全体に渡り，学業や生活のス

テージ，個々人のおかれた状況等に応じてサポートさ

れることが提供価値として求められていると考えられ

る。そして，そのサポートは個別かつJust in Timeに

行われる必要があり，期間・形態いずれも現在のＰＣ

講座にはそぐわないものである。一方で，「先輩や友人

を作る・増やす」「大学生活の情報を先輩から得る」こ

とにも大きな価値が見いだされており，そのためには

入学直後の対面コミュニケーションの機会が重要であ

り，その提供はＰＣ講座ならではのものと言えよう。 

これらの価値の両方を提供するには，現在の形態で

のＰＣ講座の改善だけでは困難であり，在学期間を通

じたサポートの提供が必要と考えられる。そこで筆者

らは，ＰＣ講座へ「日経パソコン Edu」を採用すると

ともに，新事業として「ＰＣサポートデスク事業」を

立ち上げた。 
 

6.2 日経パソコンEduの採用 
在学期間を通じたサポートとして，全ての相談事項

にスタッフが対応するのは現実的ではない上，組合員

のＰＣスキルや自立性の向上を妨げることにつながり

かねない。そのため，組合員自身が極力自分自身で問

題を解決できるような自学自習が可能な環境の提供が

必要となる。 

筆者らは現行のＰＣ講座の改善策のひとつとして

2018年度の共通カリキュラムにおいて日経BP社の「日

経パソコンEdu」の採用を必須とした。時間的な制約や

クラス内のレベル差などの関係で講座の中で取り扱え

ないスキルを日経パソコン Edu の記事で自己学習する

よう誘導することで講座の内容を絞り込みながら，多

様なニーズにも対応することがその主目的である。加

えて，開講前と閉講時に実施する事前／事後テストの

解答解説の中に，参考になる日経パソコン Edu 記事の

リンクを掲載し，テストの正答を得るだけでなく，関

連する知識も発展的に学習できるようにした。これら

によって受講者がＰＣ講座受講中に「日経パソコンEdu」

の利用に慣れ，ＰＣ講座修了後も自学自習ツールとし

て継続的に活用することが期待される。 

後述するＰＣサポートデスク事業においてサポート

する際にも，サポート担当者がトラブル対応に有益な

記事を紹介することで，サポートの省力化につながる

とともに，組合員のＰＣスキルの向上や自立的に問題

解決しようとする態度の形成が期待される。 

 

6.3 ＰＣサポートデスク事業 
筆者らは現在のＰＣ講座の改善に加え，組合員の情

報活用をサポートする事業の将来像についても検討し，

「ポストＰＣ講座」事業として，パソコンの使い方全

般に関する在学期間を通じたサポートの事業化を検

討・構想してきた。 

その一環として，九州事業連合として「ＰＣサポー

トデスク事業」の展開を始めた。2017 年度に１大学，

2018年度から４大学で試行している。 

本事業は生協での新学期ＰＣ購入者を対象に４年間

のサポートを定額で提供するものである。従来，ＰＣ

購入者を対象に各会員生協で行われてきた「パソコン

相談窓口」が，新学期ＰＣについてのアフターケアと

いう位置づけで基本的にＰＣのハードウエアやソフト

ウエアのトラブル対応や修理受付を無償（一部有償）

で行うものだったのに対し，本事業はそれらアフター

ケア的な項目にとどまらない，ＰＣ利活用全般に関す

るサポートを有償（定額）で行おうとするものである。 

現在はサポート対象者である新入生の多くがＰＣ講

座も受講しており講座内で質問や相談ができるためサ

ポートデスクへの相談件数は少ないが，ＰＣ講座閉講

後は増加することが予想される。また，相談内容も，

卒業論文等執筆等，学業や学生生活のステージに応じ

たＰＣ活用に関するものが増加するものと考えられる。 

 

6.4 将来構想 
現在，「ＰＣサポートデスク事業」はＰＣ講座と別個

のものと位置付けられているが，筆者らはＰＣ講座と

の統合を構想している。具体的には，まず新入生は入

学直後に日経パソコン Edu とＰＣサポートデスクの利

用を前提とした短期集中のＰＣ入門講座を受講する。

その内容は現行のＰＣ講座より絞り込んだＰＣの基本

的な操作やセキュリティ，ＳＮＳや検索サイト等の使

い方，日経パソコンEduやサポートデスクの使い方，

タブレットやスマホの活用法，各大学特有のシステム

やサービスの利用方法といったものを想定している。

また，講座内ではグループワーク等を行い，友人作り

や，ＰＣ講座スタッフ・サポートデスクスタッフとの

人間関係作りも行う。 

ＰＣ入門講座修了後は基本的にＰＣサポートデスク

において日経パソコン Edu も活用したサポートを提供

することになるが，人脈の維持・拡大も兼ねて，単発

のセミナーを開催することも考えられる。例えば卒論

執筆のタイミングに合わせた「卒論で使うと便利な

Word の機能や CiNii 活用法」セミナー，就活時期に合

わせた「就活に役立つサイト・サービス」セミナー，

各学部・学科等に特有のソフトやサービス等で一定人

数が集まることが見込める場合にはそのソフトの活用

法のセミナーといったものが想定される。 

 

7. おわりに 
本稿では「IT活用実態アンケート」「大学生活まるご

とアンケート」および2017年九州ＰＣカンファレンス

において分科会「ポスト『ＰＣ講座』を考える」の結

果について報告し，大学生協ＰＣ講座の提供価値と提

供手段について考察した。組合員へのＩＣＴ活用サポ

ートは，これまでＰＣ講座で培ったノウハウ等を活用

しつつも，ＰＣ講座の形態にこだわらず，より一層充

実・発展させることが求められている。  
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